
第２学年国語科学習指導案 
                      日 時 平成１８年１０月１３日（金）５校時 
                      児 童 男子６名 女子８名 計１４名 
                      指導者 石 井 雅 彦 
 
１ 単元名  六 だいじなところに 気をつけて読もう 

 
２ 教材名  サンゴの海の生きものたち（もとかわ たつお） 
 
３ 単元について 
（１）指導事項について 
   本単元の主たる指導事項は、「読むこと」については、「時間的な順序、事柄の順序などを考え

ながら内容の大体を読むこと」（読イ）「相手や目的を考えながら、書くこと」（書ア）である。こ

れらの力を育てるためには、「海の生き物たちに共生の様子を知り、大事な点をおさえて読むこと」

「初め・中・終わり」というおおまかな文章構成を把握する力」「相手の立場や気持ちを考えて楽

しみながら書く」力を育てる必要がある。本単元では、「海の生き物の暮らしに興味をもち、大事

なところに気をつけて読むとともに、自分の考えを楽しく書く」ことを目標とする。 
 
（２）教材について 

本単元は、「サンゴの海の生きものたち」で海の生き物たちが互いに役立って暮らしているこ

とについて、事柄の順序を考えながら読んだことをもとに、生き物について本や図鑑を読んで初

めて知ったことや不思議だと思ったことを発表することにより、表現力を培うことをねらいとし

ている。 
本教材は、サンゴの海の生き物たちのかかわり合いについて書かれており、その文章構成は、

「初め」「中（中１・中２）」「終わり」になっていて、整っている説明文である。共生という関係

を読み取るために、第一段落に「それらの中には、たがいに、やくに立つようにかかわりあって、

くらしているものがいます。」という一文があり、この言葉がこの教材文のキーワードとなってい

る。また、第二段落の「どんな生きものたちが、どんなかかわり合いをしているのでしょうか。」

という話題提示文で読みの視点をもたせ、説明文の全体構想も意識させるようになっている。 
以上のことから、本教材は普段はあまり目にすることのないサンゴの海の生き物の共生の関係

を読み取り、そのかかわり合いを動作化することによって理解を深め、自分の立場をはっきりさ

せてかかわり合っている相手にお礼の手紙を書く活動を行うことに適した教材であると考える。 
  
（３）児童について 
   子どもたちは「たんぽぽのちえ」において、自分が見つけたたんぽぽの様子について、読み取

ったことを生かして働かせている知恵と関連づけてカードにまとめ発表する活動を行った。それ

らの活動を通して、時間の順序や理由づけを示す言葉に気をつけて読むことができるようになっ

てきている。しかし、様々な説明の中から中心的な対象や事柄に着目できる子は、まだ少ない。 
  また、様子と知恵を表すときの文末表現の違いに気をつけて書くことはできるが、読み取ったこ

とを自分の言葉で話したり、相手の気持ちを考えて書くまでには至っていない。 
   そこで、動作化などを取り入れることによって本教材に登場する生き物の関係を明確にし、書

く活動につなげていきたい。 
 
（４）指導にあたって 
  本単元の指導にあたっては、以下に挙げることについて留意しながら進めていきたい。 
  ①生き物の特徴を挿絵を手がかりにして考えさせることにより、知っていることを改めて考えさ

せたり、新しく気づかせることによって、知的好奇心を刺激して文章を読む意欲を高める。 
  ②第一次では、大事なところに気をつけて読むために、「どんな生き物が出てくるか」「出てくる



生き物の特徴は何か」「どんなかかわり合いをしているか」といった読みの視点をもって読むよ

うにする。 
  ③第二次では、生き物になりきって自分の体を動かしたり、話したりする活動を取り入れ、かか

わり合っている相手にお礼の手紙を書くことによって、生き物のかかわり合いをより深く理解

できるようにする。 
  ④第三次では、図鑑の中から興味をもった生き物について「生きものカード」を書かせ、紹介し

あう。 
 
４ 単元の目標 
【国語への関心・意欲・態度】 
  海の生き物の共生関係や説明文の組み立てに興味をもって読もうとする。 
【書く能力】 
  生き物について書いてある本を探し、知りたいことなどを調べ、分かったことを「生きものカー

ド」に書くことができる。（書イ） 
【読む能力】 
 ・海の生き物たちが互いに役立って暮らしていることを、事柄の順序を考えながら読むことができ

る。（読イ） 
 ・語や文のまとまりや内容、言葉の響きなどについて考えながら声に出して読む。（読エ） 
【言語についての知識・理解・技能】 
  片仮名を読んだり書いたりし、片仮名で書く語を文や文章の中で使うことができる。（言イ（ア）） 
 
５ 指導計画と評価規準（１１時間） 
次 時 学  習  内  容 評  価  規  準 リンク 

１ ○写真を見て、サンゴの海のイメ

ージを広げ、気づいたことを発

表する。 

【関】写真から想像を広げ、海

の生き物について興味を

もって読もうとしてい

る。 

 

２ ○全文を通読し、初めて知ったこ

とや不思議に思ったことを書

く。 

【関】海の生き物について興味

をもって読もうとしてい

る。 
【書】初めて知ったことや不思

議に思ったことを書いて

いる。 

・ 教科書に出てく

る生き物のつな

がり（共生関係）

を意識しながら

読ませる。 

３ ○初発の感想をもとに、学習計画

を立てる。 
【関】初発の感想をもとに学習

課題を考え学習の見通し

をとらえている。 

・ 本文を読んで、

不思議に思った

ことなどを明ら

かにするための

学習計画を立て

させる。 

 
 
 
第 
 
一 
 
次 

４ ○新出漢字や語句の学習をする。 【言】新出漢字や語句を理解し
ている。 

 

 
 
第 
 
 
二 

５ ○イソギンチャクとクマノミの

かかわり合いを読み取る。 
【読】イソギンチャクとクマノ

ミの特徴とかかわり合い

を読み取っている。 

・ お礼の手紙を書

かせるために、相

手にしてもらっ

ていることとし

ていることを明

確にさせる。 



６ ○生き物になりきって説明し、イ

ソギンチャクとクマノミのか

かわり合いをまとめ、お礼の手

紙を書く。 

【書】互いに守り合っているこ

とを読み取り、お礼の手

紙を書いている。 

・ 読み取ったこと

をもとに、相手に

してもらってい

ることとその時

の心情を書かせ

る。 
７ ○ホンソメワケベラの特徴と大

きな魚とのかかわり合いを読

み取っている。 

【読】ホンソメワケベラの特徴

と大きな魚とのかかわり

合いを読み取っている。 

・ お礼の手紙を書

かせるために、相

手にしてもらっ

ていることとし

ていることを明

確させる。 

 
 
次 
 

 
 
 

８ ○生き物になりきって説明し、ホ

ンソメワケベラと大きな魚の

かかわり合いをまとめ、お礼の

手紙を書く。 
  （本時） 

【書】相手にしてもらっている

ことをはっきりさせ、か

かわり合っている相手へ

お礼の手紙を書いてい

る。 

・ 読み取ったこと

をもとに、相手に

してもらってい

ることとその時

の心情を書かせ

る。 

９ ○海の生き物について振り返り、

他の生き物について本を読み、

「生き物カード」に書く材料を

集める。 

【関】図書館で本を探し、生き

物カードに書く材料を進

んで集めている。 

・ 初めて知ったこ

とや驚いたこと

などをメモに書

かせる。 

１０ ○分かったことを文章にまとめ、
生き物カードに書く。 

【書】集めた材料をもとに、気

づいたことを生き物カー

ドに書いている。 

・ メモをもとにし

て生き物の特徴

をカードに書か

せる。 

第 
 
三 
 
次 

１１ ○「生き物カード」を発表しあう。 【関】書いた生き物カードを積
極的に発表しようとして

いる。 

 

 
６ 本時の指導 
（１）指導の構想 
   本時の学習では、自分の立場をはっきりさせ、ホンソメワケベラと大きな魚とのかかわり合い

を動作化することによって、相手にしてもらっていることを明確にし、かかわり合っている相手

にお礼の手紙を書く。お礼の手紙を書くときに迷わないように、イソギンチャクとクマノミの学

習の際に書いた児童のお礼の手紙をモデル文として提示する。 
 
（２）目標 
   立場をはっきりさせて、かかわり合っている相手に、お礼の手紙を書くことができる。 
（３）展開 
段階 学  習  活  動 教師の支援と働きかけ 評価（方法） 



 
つ

か

む 
 
５

分 

１ 前時の学習を想起する。 
 
 
 
２ 本時の学習課題を確認する。 

・ホンソメワケベラと大きな魚

の事実を考えて、吹き出しに

書いたことを想起する。 
 

 

 
 
 
ふ 
 
か 
 
め 
 
る 
 
 

 
35 
分 

３ ホンソメワケベラと大きな魚にな

って、かかわり合っている様子を身

体で表現する。 
  【ペア学習】 
 
 
 
 
 
 
４ かかわり合っている相手に、お礼

の手紙を書く。 
  【一人学び】 
 
 
 
 
 
 
５ 書いた手紙を発表する。 

・自分の立場を明確にしてから

ペア学習を行う。 
・動作化の最後に、ホンソメワ

ケベラ・大きな魚の気持ちを

言わせるようにする。 
・動作化に困っている児童には 
 かかわり合いを確認したり、

教科書の写真を見せるように

する。 
 
・前時までに書いた児童の「お

礼の手紙」をモデル文として

示し、イメージをもたせるよ

うにする。 
・立場をはっきりさせ、相手に

してもらっていることを手紙

に具体的に示してから書くよ

うにさせる。 
 
・それぞれの立場から２～３名

ずつ発表させる。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ま

と

め

る 
５ 
分 

６ 自己評価をする。 
 
 
 
７ 次時の学習課題を確認する。 
 
 

・立場をはっきりさせて、お礼

の手紙を書くことができたか

自己評価させる。 
 
・生き物についての本を図書館

で読み、生きものカードをつ

くることを確認する。 

 
 
 
 

 
（４）具体の評価規準 

評価規準 十分満足できる児童の姿の例 努力を要する児童への手立て 
 相手にしてもらっているこ

とをはっきり示したお礼の手

紙を書いている。 

 相手にしてもらっているこ

とをはっきり示し、それによっ

て助かっていることを付け足

したお礼の手紙を書いている。 

 ホンソメワケベラと大きな

魚のかかわり合いを振り返ら

せ、どんなことで助けられてい

るかに気付かせる。 

 

 かかわり合っているあい手に、お

れいの手紙を書こう。 

 かかわり合

っている様子

を身体で表現

することがで

きたか。 
（動作化） 

 立場をはっ

きりさせて、お

礼の手紙を書

くことができ

たか。（ワーク

シート・挙手） 

 立場をはっ

きりさせて、相

手へのお礼の

気持ちが伝わ

るように書け

ている。（手紙） 


